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はじめに 

実績報告書の刊行にあたって 

 

日頃、一般社団法人 Global Healthcare Hub（略称 GHH）の事業にご理解とご協力を頂き、誠

にありがとうございます。 

 

さて、GHHでは 令和２年度の事業として、文部科学省より「専修学校グローバル化対応推進

支援事業」の委託を受け、介護を中心とするヘルスケア事業において、産学連携により介護を志

す留学生の受入を支援する事業を展開しております。外国現地での日本語教育・介護教育から

日本の日本語学校、専修学校への留学、就職迄を一気通貫で提供するモデルを提示しようとい

う趣旨のプロジェクトです。 

 

団塊の世代が後期高齢者となる 2025年、介護職員が約 38万人不足すると予測、外国人の

受入れによる人材確保が急務とされています。今後、専修学校など養成校を通じて、外国人介

護福祉士を採用するのは重要な人材確保のルートです。しかし、外国人学生の介護の仕事への

理解不足や、訪日後の経済問題や進路についての正確な情報の入手が難しいことが、外国人

学生の来日への壁となっています。 

その趣旨に則り、令和２年度の本委託事業で、日本の学校と企業に対しては、介護事業者向

け外国人採用セミナー、介護留学生受入の為の産学連携マッチング会を開催させて頂くこととし

ました。外国人学生と海外専門学校に対しては、介護の職場理解を図るイベント、中国の学校向

けの日本の専修学校の説明会、日中の学校の個別マッチング会を開催しました。関係者の皆様

のおかげをもって、本事業では日本語学校 20校、日本専門学校 13校・法人、介護施設・企業

31社、外国人学生など参加者 1573名のご参加とご協力をいただきました。また、本事業では日

本の学校と企業、日中の学校間などの多数の関係者間の提携意向がありました。 

 

今年度の委託事業は終了しますが、これからが始まりです。GHHでは「国際協力と産学官連

携を通じて、また、日本での介護グローバル人材育成事業を通じて、日本の介護業界の人手不

足問題を解決しながら、将来、日本やアジア地域の介護業界を支える人材を育成する。」を目指

しています。 

本事業ご参加された皆様、賛同頂いた皆様に再度お礼を申し上げます。引き続きご協力頂

き、この事業を進めていきたいと思います。 

また、外国人介護人材の採用にご興味のある介護企業の皆様、今後本事業に参加したい専

修学校や日本語学校の皆様、是非ご意見ご希望を伺い、ご協力を頂ければ幸いです。 

 

 令和３年３月 

一般社団法人 Global Healthcare Hub 

理事長 謝  継 香 
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プロジェクト終了にあたって 

 

 令和２年度 文部科学省委託事業「専修学校グローバル対応推進支援事業」は、外国現地で

の介護教育・日本語教育から日本の専修学校への留学、就職迄を一気通貫で提供するモデル

を提示しようという趣旨のプロジェクトです。 

 

このモデルを用意する理由は、留学する側と受入側双方の持つ情報にギャップがあり、そのギャ

ップを解消することが双方の持つ不安の解消につなげることが出来るからです。具体的には、日

本に留学しようとする学生やその学生が在学する学校、既に来日している留学生にとっては、卒

業後の就職や留学中のアルバイト等の生活費の心配が、受け入れる専修学校、看護学校、介

護施設にとっては、人材の質や就学・在職期間の懸念が、それぞれ存在しています。 

今回、このモデルスキームを構築するために事業を展開しましたが、現段階ではまだ始まったば

かりでもあり、今後も継続的に事業として展開することが重要です。 

 

今回のプロジェクトで分かったことが２点あります。 

・留学希望の学生に介護養成学校を卒業することの良さなり価値なりを納得してもらうことは大変

難しい。特に、日本語学校を卒業後に特定技能でも技能実習生でも働ける一方、就職までに２年

間の就学期間がかかることがそれを上回るメリットをどう提供できるのか、を示さねばならない。 

・日本語学校、介護福祉専門学校就学時の奨学金の必要性、重要性。特に、地方の介護施設に

は奨学金を拠出する資力に乏しいところも多いという事情がある。 

という点です。これらを念頭において今後の事業を進めていく必要があります。 

 

最後に、 

「団塊の世代が後期高齢者となる 2025年、介護職員が 38万人不足する。その対策として外国

人材を確保することが必要である。」という議論がありますが、これは大変失礼な議論であり、こ

の文脈だけでとらえてはいけません。留学生、就労者ともに生身の人間であり、若者です。彼ら

彼女の将来を慮り、幸せになってもらえるように、また、日本で働けて良かったと思ってもらえるよ

うにサポートすることが大切です。 

 

様々な課題があらためて見えてきました。今年度のプロジェクトは終了しますが、これからが始ま

りです。参加頂いた皆さん、賛同頂いた皆さんと、引き続き協力してこの事業を進めていきたいと

思います。 

 

 令和３年３月 

 

              一般財団法人 国際未来人材育成機構 理事長   

              「専修学校グローバル化対応推進支援事業」運営委員会 委員長 

                                                    渕 岡  彰 



5 

 

１ 事業概要 

（１） 事業名称 

ヘルスケア分野の産学連携による留学生受入れ支援事業 

 

（２） 実施期間 

2020年 10月 1日〜2021年 3月 15日 

 

（３） 構成機関・構成員等 

１）教育機関 

名称 役割等 都道府県名 

１ 学校法人川口学園 早稲田速記医療福祉専門学校 委員 東京都 

２ 学校法人ｻﾝｼｬｲﾝ学園 東京福祉保育専門学校 委員 東京都 

３ 学校法人三幸学園 東京未来大学福祉保育専門学校 委員 東京都 

４ 学校法人青淵学園 東都大学 委員 東京都 

５ 千代田国際語学院 委員 東京都 

６ 北京社会管理職業学院 老年福祉学院 委員 中国北京 

７ 中国人民大学 スマート養老研究所 委員 中国北京 

８ 合肥工業大学 養老国際提携拠点 委員 中国合肥 

２）企業・団体 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 渕岡 彰 一般財団法人 国際未来人材育成機構理事長 委員長 東京都 

２ 宮崎 里司 早稲田大学大学院 日本語教育研究科教授 委員 東京都 

３ 木内 健太 日本語学校協同組合 専務理事 委員 東京都 

４ 

 
齊藤 貴也 

社会福祉法人正吉福祉会 杜の風・上原特別養

護老人ホーム正吉苑 施設長 
委員 東京都 

５ 川島 崇史 
医療法人善仁会 南池袋介護老人保健施設アバ

ンセ 事務長 
委員 東京都 

６ 

 
羽田野政治 社団法人 認知症高齢者研究所 代表理事 委員 東京都 

７ 李  双胤 北京外国語大学オンライン 総裁 委員 中国北京 

８ 長    隆 東日税理士法人 代表社員 委員 東京都 

３）行政機関 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 劉 建兵 北京市科学技術研究院 養老ブランド 主任 委員 中国北京 
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（４）事業の実施体制 

• 一般社団法人 Global Healthcare Hub 内に本事業の運営委員会を設置する。 

• 運営委員会は、事業の統括、調整の役目を担う。 

• 一般社団法人 Global Healthcare Hub 運営事務局は、運営委員会を補佐し、事業の

事務総務、連絡調整を担う。 

• 運営委員会の下部には、本事業の実務を担う５つの担当部会を配置し、取り組みを

推進する。 

• 担当部会毎に担当者を配置し、運営委員会での議論を尊重し、各々の担当分野の

事業を管理推進する。 
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（５）事業の趣旨・目的等について 

  ⅰ）事業の趣旨・目的  

１） 介護福祉分野で外国人材の受け入れが望まれ、専修学校が重要な役割を担っている。 

団塊の世代が後期高齢者となる 2025年、介護職員が約 38万人不足すると予測され、

外国人の受入による人材確保が急務とされている。今後、専修学校などを通じて、介護

分野の外国人留学生の受入れが増える傾向にある。 

 

２） 介護福祉士養成校への留学生が近年増えつつある。 

日本介護福祉士養成施設協会の調査では、介護福祉士を養成する専修学校や大学に

2019年４月に入学した外国人留学生数は、初の２千人台となる 2037 人に上り、前年か

ら倍増した。又、全入学者数の３割近くを外国人が占めた。今後さらに増加見込である。 

 

３） しかし、現状では、外国人留学生の日本の医療や介護の仕事への理解不足、来日後の

進学や就職への不安、十分な経済的支援が得られないこと、等の原因により、受入数

の減少が懸念されるとともに、退学者の増加、就職先を確保できないなどの課題が見ら

れる。 

 

４） 当事業では、海外の学校、国内の日本語学校や専修学校、企業の産学連携を図り、従

来のそれぞれ独立した分離型受入れモデルの代わりに、介護分野の留学生の受入れ

と就労促進を連携させる、来日前の入口から来日後の出口、すなわち留学から就職ま

での日中産学一貫連携モデルを構築する。 

具体的には、外国人留学生に対して、日本の介護福祉の教育と職場の魅力をオンライ

ンプラットフォームとイベントを通じて発信し、企業に対して、情報提供による外国人受入

のサポートと産学マッチングイベントを実施して、首都圏の外国人の就労機会を創出す

る。更には、就労確保と留学生の受入を結びつけるため、中国での学生募集と日中の

学校提携を促進することでモデルケースを構築し、外国人学生に来日前の日本語教育

から、来日後の日本語学校、専修学校での修学、アルバイト、さらに卒業後の就労まで

の一貫した連携プログラムの提供を目指す。 
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 ⅱ）事業の概要 

１） 留学生向の日本の介護関連教育のオンライン発信プラットフォームを構築 

入学前、在学中、就職中の各段階の留学生向けに、専修学校における介護ヘルスケ

ア教育に関するコンテンツを作成するとともに、講義の動画を発信出来るオンライン発

信プラットフォームサイトを構築した。また、動画プロモーションを強化する事で日本の

専修学校における介護ヘルスケア教育の魅力を海外に発信した。 

 

２） 企業の外国人採用サポートと留学生の就労機会創出 

外国人の採用に関する在留資格制度等の情報を介護業界の企業と共有するととも

に、外国人を受け入れている介護施設の見学を実施し、受入経験を共有することで、

外国人受入への不安を解消し、留学生の就労機会を創出した。 

 

３） 産学連携マッチングモデルの構築 

専修学校と、アルバイトや就職機会の提供可能な企業や介護を目指す学生のいる日

本語学校との連携を図った。一貫した産学連携受入れモデルを構築し、海外学生の

来日後の経済的な問題とキャリアへの不安を解消、海外学生に入口から出口までの

来日・就業プロセスをサポートする機会を創出した。 

 

４） 中国の学校と産学連携で外国人留学生の受入れを促進  

中国の学校や教育機関と連携し、現地で学生向け講演を行うことで、中国において日

本の介護福祉関係の専修学校と介護の仕事の魅力を伝えた。また、中国の学校と日

本の専修学校との長期的連携の機会を提供し、安定的な受入れを図った。 

 

５） 在日留学生の職場理解の支援 

日本語学校と専修学校在学中の留学生向けに、日本の介護教育と介護産業への関

心を引き出すために、オンラインで、留学生交流会、介護施設見学・日中の介護業界

人の対談等を発信した。留学生が介護の意義と専門性への理解を深めることで、日

本語学校を卒業後、専修学校への進学、卒業後の就労につながるように支援した。 
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 （６）戦略的に外国人留学生の受入れを進める分野並びに国（地域）名について 

取組を実施する地域：  東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県 

外国人留学生の受け入れ推進に向けたターゲット分野：  介護リハビリ福祉分野 

外国人留学生の受け入れ推進に向けたターゲット国（地域）：  中国（今後東南アジ

アにも展開予定） 

 

１． 首都圏での取組の必要性 

 

１）現在、日本では外国人留学生が総数 30万人以上いる中で、首都圏の東京都、神

奈川県、千葉県、埼玉県は一番多く受け入れている地域であり、50％以上を占めて

いる。従来、この地域内の専修学校が積極的に留学の受入れを推進してきたことが

背景にある。 

 

 

２）首都圏では、現在急激に 75歳以上の人口が増えている。2015年のシンクタンク

「日本創成会議」の発表によると、2025年に団塊の世代が 75歳以上になるときに

は、首都圏で介護の担い手不足により、介護難民が約 13万人も発生するとされて

いる。 

また、今迄当方が連携してきた医療介護施設は大変な人手不足の状況にあり、積

極的に留学生のアルバイトと就労を受け入れている。 

しかし、外国人を受入れることが可能な施設と就労を希望する留学生がマッチング

できないことや、施設・企・業側が外国人の受入に不安を持っていることもあって、外

国人材の受入れが進んでいない。 

 

 

３）首都圏の行政が積極的に介護分野の外国人留学生の受入れを進めている。 

首都圏の自治体では、留学希望者と介護施設・介護福祉士養成学校・日本語学校

とのマッチング支援事業、介護福祉士等修学資金貸付制度、企業貸付金制度など

の取り組みを行っている。 
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２． 介護などのヘルスケア分野での外国人受入の必要性  

 

１）日本政府は、2018 年 6月の「未来投資戦略 2018」において、医療・介護の国際展

開を重点施策の一つとして位置付けており、また、2018年の「アジア健康構想に向

けた基本方針」の改定に基づき、アジア地域全体の健康長寿社会を実現するため

の取組を積極的に推進している。その施策の中で、日本と海外との人材還流が一

つの戦略アプローチとして体制に組み込まれた。 

 

 

２）団塊の世代が後期高齢者となる 2025年、日本では介護職員が約 38万人不足す

ると予測されており、人材確保が急務とされている。 

政府は、総合的な介護人材確保のため、介護分野への外国人の受入れ拡大を図っ

ている。2017年 9月に在留資格「介護」の制度が始まり、2019年 4月から在留資

格「特定技能」が新設され、介護業種で 2019年より５年間で最大 6万人の外国人

を受け入れする見込みである。これにより、４つの外国人介護人材を受け入れるル

ートが構築され、今後、介護分野の外国人留学生と労働力の受入れと還流がより

活発になることが期待されている。 
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３． 中国からの留学生の受入 

 

１） 日本と中国との間では、「未来投資戦略 2018」が打ち出された後、日中首脳会談

における合意に基づいて、アジアにおける高齢化対応への新たな協力推進と経済

交流に向けての「日中介護サービス協力フォーラム」などを実施し、介護人材の受

入れと還流を含む提携が着実に進みつつある。  

 

２） 中国では、総人口は減少するものの高齢者人口は飛躍的に増大し、2020年に介

護職員 600万人が必要だと試算されているが、2018年時点では「2018中国民政

統計データ」によると、介護資格登録者が 4.4万人しかいない。 

この高齢化社会の介護ニーズに備え、政府が積極的に介護教育を推進している。

その結果、中国で介護専攻を開設する専門大学は 2014年の 64校から 2019年に

は 200校以上に増加した。また、中国政府は職業教育を推進するため高レベル職

業大学推進計画を発表した。そこで、介護関係の職業大学が積極的に海外と連携

し、交換留学や国際交流を通じて専門性のレベルを高めようとしている。 

 

３） 現在、日本にいる留学生の中では中国出身者が一番多く、11万 4950人（38.4%）

である。中国からの留学生を受入れやすい環境が形成されている。
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４）当方の理事長は、2019年に中国の 30校以上の学校で、2000人以上の学生向け

に、日本への留学、就職について 40回の講演を行った。その中には、看護福祉関

係専攻の学校も多数あった。 

中国の学校と学生は日本留学と就労に関心度が高く、特に介護・ヘルスケア分野に

関して、日本で先進的な介護教育を受け、経験を積み、将来中国で活躍したいと考

えている。しかし、日本の医療介護学校と仕事への理解が不足し、かつ、経済的な

困難、アルバイトや就労機会への不安などがあることが、日本への留学、就労の阻

害要因になっている。その解決策の一つとして、学生が来日する前に、日本語学校

や専修学校の情報、アルバイトと就労の確実な機会の提供、奨学金などの情報を

提供することで、将来を見据えたより良い選択が出来る仕組を提供することは、外

国人学生の教育とキャリアにとっても意義深いものといえる。 
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２ 本年度実施した具体的な取組 

⓪事業取組全体像 

  ⅰ）概要 

① 留学生生向け日本ヘルスケア教育のオンライン発信プラットフォームを構築 

・ 専修学校、施設・企業の紹介コンテンツの発信 (11月～3月計 45 コンテンツ) 

② 企業の外国人採用サポートと留学生の就労機会を創出 

・ 外国人介護人材受入セミナー・研修 (11.30、再開催 2.12) 

・ 外国人が活躍する介護施設見学会 (第一回 1.21 第二回 2.03 ) 

③ 産学連携マッチングモデルを構築 

・ 専修学校、日本語学校、施設・企業の人材ニーズを収集しデータ登録 

・ 専修学校と介護施設・企業、日本語学校とのマッチング会の開催 (2.22) 

④ 中国の学校と産学連携で外国人留学生の受入の促進 

・ 中国内学生向講演会(12.23、3.06) 

・ 学校案内の配信 (1.23～3.01計 5回) 

・ 個別学校連携支援 (12.21～2.04 計 3回) 

⑤ 在日留学生の職場理解を支援 

・ 留学生交流会 (12.07) 

・ 施設見学会 (1.28) 

・ 介護関係企業座談会 (2.06) 

 

  ⅱ）具体的活動 
 部 会 名   K P I       

      目標 実績 3年後 

 プラットフォーム 掲載校社数   20 11 50 

 運営部会 コンテンツ数 20 45 100 

   動画ｺﾝﾃﾝﾂ数 40 34 70 

   サイト閲覧数 500 1400 2000 

      人/

月 
回  回 

   中国学校導入数 10 0   

 企業担当部会 イベント開催数 2 2 2 

     参加者数 50 58 60 

   ＷＥＢ視聴数 200 58 60 

 学校担当部会 ﾆｰｽﾞﾃﾞｰﾀ登録校社数 80 25 60 

     (個別ﾏｯﾁﾝｸﾞ参加）   （21）   

   マッチング会数 2 1 2 

     参加者数 50 58 60 

     面談数   34 40 
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ⅲ）取組の推進体制 

 ５部会で構成し各事業を担当。運営委委員会委員に各部会をご担当頂き推進 

 

①  留学生向け日本ヘルスケア教育のオンライン発信プラットフォームを構築（ 

  プラットフォーム運営部会  

      氏   名         ご   所   属  ご役職 

 1 渕 岡     彰 （一財）国際未来人材育成機構 理事長 

 2 宮 崎   里 司 早稲田大学大学院 日本語教育研究科 教授 

 3 吉 岡  俊 正 学校法人青淵学園  東都大学 副学長 

 4 橋 本  正 樹 早稲田速記医療福祉専門学校 校長 

 5 泉 二  奈緒美 東京福祉保育専門学校 介護福祉士学科 主任 

 6 小 平  香 織 東京未来大学福祉保育専門学校 副校長 

 7 左    美 雲 中国人民大学 スマート養老研究所 所長 

 8 屠    其 雷 北京社会管理職業学院 老年福祉学院 院長 

 9 安      寧 合肥工業大学 養老国際提携拠点 主任 

 10 李     双 胤 北京外国語大学オンライン 総裁 

 11 劉    建 兵 北京市科学技術研究院 養老ブランド 主任 

 

②  企業の外国人採用サポートと留学生の就労機会創出 
  企業担当部会   

      氏   名         ご   所   属  ご役職 

 1 渕 岡     彰 （一財）国際未来人材育成機構 理事長 

 2 宮 崎   里 司 早稲田大学大学院 日本語教育研究科 教授 

 3 木 内  健 太 日本語学校協同組合 専務理事 

   三者提携数  10    10 

     （企業面談数）   （12）   

 中国担当部会 講演校数   10 2 10 

   
(別途、自由参加 

15) 
   

   講演参加者数 1000 1286 1200 

               (別途、ｵﾌﾗｲﾝ自由参加約 300)   

   教育課程導入校数 10 0   

   連携学校数  20 6   

   来日相談者数 200 131 200 

   来日希望数   50 - 50 

 イベント担当部会 イベント開催数 4 3 3 

     参加者数 90 247 100 

    SNS参加者数 200 245 300 
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 4 齊 藤  貴 也 杜の風・上原 特別養護老人ホーム正吉苑 施設長 

 5 川 島  崇 史 医療法人社団 善仁会 事務長 

 6 羽田野 政 治 （一社）認知症高齢者研究所 代表理事 

 

③  産学連携マッチングモデル構築事業 
  学校担当部会   

      氏   名         ご   所   属  ご役職 

 1 渕 岡     彰 （一財）国際未来人材育成機構 理事長 

 2 宮 崎   里 司 早稲田大学大学院 日本語教育研究科 教授 

 3 吉 岡  俊 正 学校法人青淵学園  東都大学 副学長 

 4 橋 本  正 樹 早稲田速記医療福祉専門学校 校長 

 5 泉 二  奈緒美 東京福祉保育専門学校 介護福祉士学科 主任 

 6 小 平  香 織 東京未来大学福祉保育専門学校 副校長 

 7 木 内  健 太 日本語学校協同組合 専務理事 

 8 福 永  純  一 千代田国際語学院 理事 

 9 羽田野 政 治 （一社）認知症高齢者研究所 代表理事 

 

④  中国の学校と産学連携で外国人留学生の受入れを促進 

  中国担当部会   

      氏   名         ご   所   属  ご役職 

 1 渕 岡     彰 （一財）国際未来人材育成機構 理事長 

 2 左    美 雲 中国人民大学 スマート養老研究所 所長 

 3 屠    其 雷 北京社会管理職業学院 老年福祉学院 院長 

 4 安      寧 合肥工業大学 養老国際提携拠点 主任 

 5 李     双 胤 北京外国語大学オンライン 総裁 

 6 劉    建 兵 北京市科学技術研究院 養老ブランド 主任 

 

⑤ 在日留学生の職場理解の支援 

  イベント担当部会   

      氏   名         ご   所   属  ご役職 

 1 渕 岡     彰 （一財）国際未来人材育成機構 理事長 

 2 橋 本  正 樹 早稲田速記医療福祉専門学校 校長 

 3 泉 二  奈緒美 東京福祉保育専門学校 介護福祉士学科 主任 

 4 小 平  香 織 東京未来大学福祉保育専門学校 副校長 

 5 福 永  純  一 千代田国際語学院 理事 

 6 齊 藤  貴 也 杜の風・上原 特別養護老人ホーム正吉苑 施設長 

 7 川 島  崇 史 医療法人社団 善仁会 事務長 

ⅳ）構成員（運営委員会委員）  
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  運営委員会委員 一覧    

   
運営委員

会 
   氏   名         ご   所   属  ご役職 

 1 委員長 渕 岡     彰 （一財）国際未来人材育成機構 理事長 

 2 委員 宮 崎   里 司 早稲田大学大学院 日本語教育研究科 教授 

 3 委員 吉 岡  俊 正 学校法人青淵学園  東都大学 副学長 

 4 委員 橋 本  正 樹 早稲田速記医療福祉専門学校 校長 

 5 委員 泉 二  奈緒美 東京福祉保育専門学校 介護福祉士学科 主任 

 6 委員 小 平  香 織 東京未来大学福祉保育専門学校 副校長 

 7 委員 木 内  健 太 日本語学校協同組合 専務理事 

 8 委員 福 永  純  一 千代田国際語学院 理事 

 9 委員 齊 藤  貴 也 杜の風・上原 特別養護老人ホーム正吉苑 施設長 

 10 委員 川 島  崇 史 医療法人社団 善仁会 事務長 

 11 委員 羽田野 政 治 （一社）認知症高齢者研究所 代表理事 

 12 委員 左    美 雲 中国人民大学 スマート養老研究所 所長 

 13 委員 屠    其 雷 北京社会管理職業学院 老年福祉学院 院長 

 14 委員 安      寧 合肥工業大学 養老国際提携拠点 主任 

 15 委員 李     双 胤 北京外国語大学オンライン 総裁 

 16 委員 劉    建 兵 北京市科学技術研究院 養老ブランド 主任 

 17 委員 長       隆 東日本税理士法人 代表社員 

 

ⅴ）体制図 
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① 留学生向け日本ヘルスケア教育のオンライン発信プラットフォームを構築 

 ⅰ）概要 

１．主旨： 

オンライン発信プラットフォームサイトを構築し、日本の専修学校の紹介動画などで学校

を宣伝する。動画プロモーションを強化する事で日本の専修学校におけるヘルスケア教

育の魅力を海外に発信する。 

また、入学前、在学中、就職中各段階の留学生・就労者向け、日本の専修学校のヘルス

ケア教育に関するコンテンツとヘルスケアの職場のコンテンツを作成、動画を配信するオ

ンライン発信プラットフォームサイトを構築する。オンラインプラットフォームを通じて、より

多くの外国人留学生に情報を提供し、日本専修学校教育と日本での就労に興味を持って

もらうようにする。 

 

２．解決する課題： 

１）外国人学生は、日本にいる学生も含めて日本の介護・リハビリ福祉の教育と仕事への

理解がまだ足りない。今後、より多くの外国人留学生が日本のヘルスケアに魅力を感じ、

関心度を高めるために、コンテンツ動画配信の手段が必要とされる。 

２）今まで専修学校の外国人留学生の募集は日本語学校との提携し、学校側が現地へ

出向いて宣伝および仲介エージェントを頼った募集が主流だった。これからは、オンライ

ンマーケティングを駆使し、SNSで動画プロモーションを強化する事で日本への留学を目

指す若者に対しより有効に訴求することとなる。 

３）現在介護専攻留学生の退学現象がよく見られる。この現象は、仕事の意味と職場へ

の理解不足が原因の一部と思われる。また、日本のヘルスケアについてのオンライン教

育がまだ少なく、海外にいる留学希望者に対しての情報発信が少ないことも理解不足の

一因である。今後オンライン教育を活用して、オンラインでより多くの海外の留学希望者

に介護福祉の現場の状況や介護士の仕事の魅力を伝えて、留学後の学生の定着向上

につなげたい。 

 

３．内容： 

１）コンテンツ： 

①専修学校紹介シリーズ（学校や授業の様子、学生インタビュー、ライブ説明会） 

・ビデオ 23本、文書記事 7本  

②外国人材受入れの企業紹介シリーズ（企業紹介、施設見学、職員インタビュー） 

・ビデオ 3本 

    ③在日留学生・就労者 OBOGのインタビュー（日本留学経験談、就職経験談） 

                               ・ビデオ 2本、文書記事 3本。 

④外国人留学生向け介護業界の日本での就職制度（各種在留資格、ビザ申請など） 

                          ・ビデオ 6本、文書記事 1本。 

合計 動画ビデオは 34本、文書記事は 11本 総合計 45本。 
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項目 内容 種類 詳細 数量 

3.15日現在 計 

専修学

校紹介 

 

 

早稲田速記医療福

祉専門学校 

ビデオ 学校紹介 1 6 

学科紹介 1 

キャンパスツアー 1 

留学生インタビュー 1 

留学生受入制度 1 

文書記事 SNS 1 

東京未来大学福祉

保育専門学校 

ビデオ 学校紹介 1 6 

校舎紹介 1 

オーペンキャンパス 1 

留学生経験シェア― 1 

学校説明会 1 

文書記事 SNS 1 

東京福祉保育専門

学校 

ビデオ 学校紹介 1 4 

宿舎案内 1 

体育祭 1 

文書記事 SNS 1 

松山福祉専門学校 ビデオ 留学生受入・奨学金制度説明 1 2 

文書記事 SNS 1 

東京ＹＭＣＡ医療福

祉専門学校 

ビデオ 学校紹介 1 3 

学科説明 1 

文書記事 SNS 1 

亀田医療技術専門

学校 

ビデオ 介護福祉学科 1 4 

学校施設紹介・学生インタビュ

ー 

1 

外国人介護人材受入構想概要 1 

文書記事 SNS 1 

NSGカレッジリーグ ビデオ グループ紹介 1 4 

学校紹介 1 

日本語学科紹介 1 

文書記事 SNS 1 

Adachi 学園グループ

＆Ailc アジア国際語

学センター 

ビデオ 学校説明会 1 1 

外 国 人

材 受 入

医療法人社団龍岡

会 

ビデオ 施設紹介 1 3 
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れ の 企

業紹介 

医療法人社団善仁

会 南池袋介護老人

保健施設アバンセ 

ビデオ 施設見学 1 

職員インタビュー 1 

在日留

学生・就

労者

OBOG

のインタ

ビュー

（日本留

学経験

談、就職

経験談） 

介護現場の仕事に

ついての紹介 

ビデオ ライブ配信 1 5 

文書記事 SNS/プラットフォーム 2 

介護福祉士資格と試

験についての紹介 

ビデオ ライブ配信 1 

文書記事 SNS/プラットフォーム 1 

外 国 人

留 学 生

向 け 介

護 業 界

の 日 本

で の 就

職 制 度

（各種在

留資格、

ビ ザ 申

請など） 

外国人介護人材受

入の諸制度、仕組

み、支援政策 

ビデオ  1 7 

介護施設の各種の

外国人材受入実例 

ビデオ  1 

介護事業者で働いて

いる在日留学生の介

護現場実体験 

ビデオ  1 

在留資格についての

紹介 

ビデオ  1 

介護留学奨学金制

度説明 

ビデオ  1 

雲南省商務庁共催

説明会 

ビデオ ライブ配信 1 

文書記事 SNS 1 

合計 45 

    

２）事業を紹介するホームページ作成（www.ghh.jp）。 

①内容 

・事業内容 

 事業概要 

 専修学校・日本語学校に向けての事業 

 企業・介護施設に向けての事業 

 中国の教育機関・学生に向けての事業 

 在日留学生・介護施設従業者に向けての事業 
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 中国の教育機関・学生に向けての情報発信プラットフォーム事業 

・プラットフォーム 

 中国の最新 SaaS型動画ライブ教育プラットフォームを導入 

 https://appalz3xm5y9274.pc.xiaoe-tech.com 

・最新情報 

 予告 

 最新動向 

 中国 NEWS 

・ご協力団体 

 日本のご協力団体 

 中国のご協力団体 

・GHHについて 

３）プラットフォーム： 

① プラットフォーム形式：動画をメインとして、画像、文字付、問合せ窓口付 

② 発信対象：中華圏学生向け宣伝 

③ 言語：原則として日本語説明、中国語翻訳文字付例を挙げると、プラットフォームのホー

ムページに掲載されている動画を見る時、次ページの要領で操作すれば見られる。 

 

 

 

 

 

 

再生ボタンを押す 
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ⅱ）具体的活動 

1．KPI完成度（目標、達成、3年後目標） 

・掲載学校と企業：40校社            11 社     (３年後 50) 

・コンテンツ量：40本                45本    (３年後 100) 

・サイト回覧数：500人/月             平均 1400回/月(３年後 2000) 

・教育課程の中国の学校導入数：10校     0校 

 

ⅲ）取組の推進体制 

 １．学校紹介コンテンツの提供へご協力いただいた学校様 

・学校法人 川口学園 早稲田速記医療福祉専門学校  

・学校法人 三幸学園 東京未来大学福祉保育専門学校 

・学校法人 サンシャイン学園 東京福祉保育専門学校  

・学校法人 鉄蕉館 亀田医療技術専門学校  

・学校法人 松山学園 松山福祉専門学校  

・東京ＹＭＣＡ医療福祉専門学校 

・学校法人 新潟総合学院／国際総合学園 NSG カレッジリーグ 

・Adachi学園グループ 

・Ailcアジア国際語学センター  

２．企業・就職関連紹介コンテンツの提供へご協力いただいた企業様  

・医療法人社団龍岡会 

・医療法人社団善仁会 南池袋介護老人保健施設アバンセ 

３．学校紹介コンテンツの提供へご協力いただいた学校様 

・学校法人 川口学園 早稲田速記医療福祉専門学校  

・学校法人 三幸学園 東京未来大学福祉保育専門学校 

・学校法人 サンシャイン学園 東京福祉保育専門学校  

・学校法人 鉄蕉館 亀田医療技術専門学校  

・学校法人 松山学園 松山福祉専門学校  

・東京ＹＭＣＡ医療福祉専門学校 

・学校法人 新潟総合学院／国際総合学園 NSG カレッジリーグ 

・Adachi学園グループ 

・Ailcアジア国際語学センター  
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ⅳ）プラットフォーム運営部会委員 

 氏名 所属・役職 

１ 渕岡 彰 一般財団法人国際未来人材育成機構 理事長 

２ 宮崎 智司 早稲田大学大学院日本語教育研究科 教授 

３ 吉岡 俊正 学校法人青淵学園 理事 東都大学 副学長 

５ 泉二 奈緒美 東京福祉保育専門学校 介護福祉士学科 主任 

６ 小平 香織 東京未来大学福祉保育専門学校 副学長 

７ 左   美雲 中国人民大学スマート養老研究所 所長  

８ 屠   其雷 北京社会管理職業学院老年福祉学院 院長 

９ 安   寧 合肥工業大学養老国際提携拠点 主任 

１０ 李   双胤 北京外国語大学オンライン 総裁 

１１ 劉   建兵 北京市 科学技術研究院 養老ブランド 主任 

 

ⅴ）体制図 
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 ② 企業の外国人採用サポートと留学生の就労機会創出 

 ⅰ）概要 

１．主旨： 

ヘルスケア業界特に介護業界の施設・企業に向け、在留資格制度の共有や、既に外国

人を受け入れている介護施設の見学等を通じて、外国人採用に関する経験を共有するこ

とで、企業の外国人受入への不安を解消し、留学生の就労機会を創出する。 

 

２．解決する課題： 

人手は足りないが外国人材の受入制度がよく分かっていない、また外国人の活用と管理

方法がよくわからない、ことが、医療・介護施設が積極的に外国人材を受け入れる阻害

要因になる。 

 

３．内容： 

１）「外国人介護人材受入セミナー・研修」（オンライン ZOOM会）の実施 

  対象者：介護事業所の経営者、施設長、採用担当者など 

  講師・内容 

  一般財団法人 国際未来人材育成機構 渕岡理事長 

「介護業界の外国人受入の社会背景と今後の展望」 

厚生労働省 社会・援護局 福祉人材確保対策室 羽染係長 

「外国人介護人材受入の諸制度、仕組み、支援政策」 

医療法人社団 善仁会 南池袋介護老人保健施設 アバンセ 川島事務長 

「介護施設の各種の外国人人材受入実例」 

社会福祉法人 善光会 職員 陸  雅錦 

「介護事業者で働いている在日留学生の介護現場実体験」 

一般社団法人 Global Healthcare Hub 謝理事長 

「介護などヘルスケア分野の産学連携で留学生受入支援事業」概要 

イ坊護理職業学院 付先生 学生 徐さん 

「中国の学生が来日して介護を勉強したい理由と来日への期待」 

２）「外国人が活躍する介護施設見学会（第一回）」（オンライン ZOOM 会）の実施 

  対象者：介護施設・企業の経営者、施設長、人事（採用・養成）ご担当 

  見学先：医療法人社団 善仁会 南池袋介護老人保健施設 アバンセ 

  内容：施設見学、外国人スタッフ仕事ぶりを見学、 

インタビュー：外国人職員 徐さん、川島事務長 

３）「外国人が活躍する介護施設見学会（第二回）」（オンライン ZOOM 会）の実施 

対象者：介護施設・企業の経営者、施設長、人事（採用・養成）ご担当 

  見学先：医療法人社団 善仁会 南池袋介護老人保健施設 アバンセ 

内容：第一回の施設見学再演 受入セミナーでの川島事務長の講演再演 

 ４）「外国人介護人材受入セミナー・研修」（オンライン ZOOM会）再開催の実施 

    １）の録画再開催 
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ⅱ）具体的活動 

１．KPI実績： 

イベント数：２回；    結果 実質２回 再開催を含めて４回  (３年後 2) 

参加人数合計：50名；               ご参加 ５８名  (３年後 60) 

視聴者：200名         全て ZOOM会で視聴者 ５８名  (３年後 60) 

  今年度事業は、コロナの感染状況を勘案し、全てオンライン開催 

 

ⅲ）取組の推進体制 

１． セミナーへご協力頂いた講師 

      厚生労働省 社会・援護局 外国人介護福祉士支援係長      羽染 敬規 

      医療法人社団善仁会南池袋介護老人保健施設アバンセ事務長 川島 崇史  

社会福祉法人 善光会 職員                       陸  雅錦 

イ（ｻﾝｽﾞｲに維）坊護理職業学院 教師                  付  悦 

                           学生                       徐 萌路 

２． 施設見学へご協力頂いた講師 

医療法人社団善仁会南池袋介護老人保健施設アバンセ事務長 川島 崇史 

職員 徐さん  

３． イベント開催（両イベントの実施・運営） ： GHH 委託事業運営事務局 

 

ⅳ）企業担当部会委員 

 氏名 所属・役職 

１ 渕岡 彰 一般財団法人国際未来人材育成機構 理事長 

２ 宮崎 里司 早稲田大学日本語教育研究科 教授 

３ 木内 健太 日本語学校協同組合 専務理事 

４ 川島 崇史 医療法人社団 善仁会 事務長 

５ 齊藤 貴也 杜の風・上原 特別養護老人ホーム正吉苑 施設長 

６ 羽田野 政治 一般社団法人認知症高齢者研究所代表理事 

 

ⅴ）体制図 
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③ 産学連携マッチングモデルの構築 

 ⅰ）概要 

１．主旨： 

学校と施設・企業の人材ニーズをデータベース登録し、オンラインマッチング会の方式

で、日本語学校、専修学校とアルバイトや就職チャンスを提供可能な施設・企業との連携

を図る。一貫的な産学連携受入れモデルを構築して、海外の学生の来日後の経済面とキ

ャリアへの不安を解消し、入口の留学から出口の就職まで、来日プロセスをサポートする。 

 

２．解決する課題： 

１）現在の外国人留学生の来日プロセスは、中国現地学校やエージェントと日本語学校が

提携、日本語学校と専修学校が提携、専修学校と企業が提携するという分離型なモデル

である。その結果、来日前の学生は、専修学校やその後の就職先の情報にアクセスでき

ない。 

２）来日後のアルバイトと就職の情報を把握できないと、経済的な不安と将来のキャリアへ

の不安を抱える学生が多い。 

３）現在、介護業界で外国人受入れのため、企業の貸出奨学金と各自治体の介護奨学金プ

ログラムなどの留学サポート政策が多く出ているが、専修学校の在学生や入学希望者に

対しての情報発信が多く、来日前の学生と日本語学校の在学生はその情報の詳細が詳

しくわからない。三者の産学連携が実現できれば、情報が明確になって経済的に支援を

求める海外学生の来日が増える見込みがある。 

 

３．内容： 

１）「介護留学生受入の為の 産学連携マッチング会」（オンライン ZOOM会）の実施 

対象者：専修学校、介護事業者、日本語学校の経営者、人事（採用・養成）ご担当者 

   形式：オンライン ZOOM 会で開催。 

 内容： 

第一部：講演・プレゼンテーション 

 早稲田大学大学院 日本語教育研究科 宮崎教授 

      「介護人材の状況」 

 医療法人社団善仁会南池袋介護老人保健施設アバンセ 川島事務長   

      「産学連携事例紹介」 

  一般財団法人 国際未来人材育成機構 渕岡理事長 

「連携プログラムの紹介」 

プレゼンテーション 

   学校法人三幸学園 東京未来大学福祉保育専門学校 

   学校法人松山学園 松山学園松山福祉専門学校 

   東京ＹＭＣＡ医療福祉専門学校 

    学校法人川口学園 早稲田速記医療福祉専門学校 

新日本学院 
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アジア国際語学センター 

第二部：個別マッチング会 

   参加専修学校 6校に対して施設・企業 4社、日本語学校 11校が面談 

   １対１の個別面談を全 34面談実施。 

２）個別マッチングの前提として学生・人材データを登録 

マッチング会参加者に、個別人材データの登録を要請し集約 

専修学校 6校、施設・企業 4社、日本語学校 15校、合計 25校社登録。 

個別マッチング参加者間のみで共有。 

３）外国人留学生向けに奨学金を提供可能なプログラムを紹介 

日本語学校、専修学校と企業がマッチングできると、来日前に、アルバイト提供プログ

ラム、来日貸出奨学金提供可能な留学就労プログラム、介護奨学金プログラムなど一貫的

なモデルを構築することが可能となることから、マッチング会で、国際未来人材育成機構渕

岡理事長より「連携プログラムの事例」を紹介し。 

       

ⅱ）具体的活動 

１． KPI実績 

イベント数：２回；                         結果  １ 回     (３年後  2) 

参加者数合計：80名；                      58名     (３年後 60) 

マッチングケース：10ケース以上          面談数 34 回    (３年後 40) 

  事後アンケートでは一部の例外を除いてほぼ「連携を進めたい」意向    

ニーズデータベース：80社以上（外国人材受入予定の日本語学校、専修学校、企業） 

                                    25 校社  (３年後 60) 

     個別マッチングの前提としてデータ開示を要請 

 三者提携数：10                     結果  0(施設・企業 面談数 12) (３年後 60) 

                 

<参考> マッチング会の事後アンケート結果 (有効回答 全 34 ﾏｯﾁﾝｸﾞ中 29） 

１． 今後の連携について 

連携を進めたい   24 

     連携を見合わせる   5 (地域が合わない 3、まだ卒業生がいない 2) 

２．自由意見例 

 <専修学校> 

   ・初めての経験で円滑さに欠ける部分はあったが、大変有意義な出会いの場 

だった。時間設定も適切だった。今後も機会があれば参加したい。 

  ・受入施設を増やすことが鍵。三者が協働しながら活動することが必要。 

 <介護施設> 

  ・遠隔で行え、少ない時間を有効に使用できたという点で非常に良かった。 

実参加であれば、移動時間がかかり不参加の可能性が大きかった。 

  ・大いに勉強になる時間だった。個別にも話ができて大変良い機会を得た。 

<日本語学校> 
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  ・時間コントロールを確実に実行して欲しい。 

  ・日本語学校向けの説明会を開催して欲しい。現実的に奨学金等を検討しながら 

どのように学生を募集していかを検討してくことの重要性を感じた。 

（今後の活動計画） 

・ マッチング会   会場開催、オンライン開催を個別に開催 

・ データ集積   個別データ開示校社に定期的に情報更新を依頼 

     情報内容や時期・頻度等の要望を聴取して対応      

 

ⅲ）取組の推進体制 

チラシを参照。 

 

ⅳ）学校担当部会委員 

 氏名 所属・役職 

１ 渕岡 彰 一般財団法人国際未来人材育成機構 理事長 

２ 宮崎 里司 早稲田大学大学院 日本語教育研究科 教授 

３ 吉岡 俊正 学校法人青淵学園 東都大学 副学長 

４ 橋本 正樹 早稲田速記医療福祉専門学校 校長 

５ 泉二 奈緒美 東京福祉保育専門学校介護福祉学科 主任 

６ 小平 香織 東京未来大学福祉保育専門学校 副校長 

７ 木内 健太 日本語学校協同組合 専務理事 

８ 福永 純一 千代田国際語学院 理事 

９ 羽田野 政治 一般社団法人認知症高齢者研究所 代表理事 

 

ⅴ）体制図 
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④ 中国の学校と産学連携で外国人留学生の受入れを促進 

  ⅰ）概要 

１．主旨： 

中国の学校や教育機関と連携し、現地で学生向けの講演とプラットフォームの宣伝を行うこ

とで、中国で日本の介護ヘルスケア関係の専修学校と仕事の魅力を伝える。また、プラット

フォームを活用して学校向けの動画講義を提供することで、日本と中国の学校の長期的連

携を築き、安定的に留学生を受入れる。 

 

２．解決する課題： 

１）専修学校の留学生募集は日本国内の日本語学校経由がメインであり、直接海外へ発信

することが少ない。 

２）日本語学校と専修学校の留学生募集は、主に現地のイベントで一回限りの宣伝或いは

仲介エージェントを頼ったものとなっている。そのため中国の学生にとっては各学校の強み

等についての理解が不足しており、日本でのアルバイトや就労への不安があるため、専修

学校は安定的な募集体制ができていない。 

３）中国の学校は積極的に国際交流、学生の海外留学と就職を進めている。しかし、当方が

提携している中国の学校が介護専攻を新設しようとしても、カリキュラム、教育内容、教育設

備などについて不明な所が多く、日本の経験・知識を求めている。 

 

３．内容： 

１）「日本介護留学説明会」の実施（ZOOMオンライン） 

 対象者：中国にいる高校生、専科大学生、送り出し機関、留学エージェント会社など 

  内容： 

（一）日本介護留学説明会（三幸学園―雲南省会場） 

形式：ZOOM と Xiaoe－Tongプラットフォーム合併で開催 

（二）各専修学校オンライン説明会 

各専修学校から学校紹介ビデオコンテンツを提供頂き収集し、翻訳を付け、介護留学

奨学金制度のビデオコンテンツ等と一緒に、ライブビデオ配信で実施しました。 

 形式：Xiaoe－Tongプラットフォームで開催。 

 流れ： 

  専門学校のビデオ学校紹介 

  日本留学奨学金制度の紹介 

２）「日本専修学校と中国専科大学の提携マッチング会」の実施 

  対象者：日本の専修学校 中国の専科大学  

形式：オンライン ZOOM 会で開催 

３）公式アカウント記事（常時公開） 

4）プラットフォームコンテンツ、公式アカウント記事の SNS宣伝 

 プラットフォームで配信したビデオ、ライブ講演、及び公式アカウントで公開した記事など

を、中国の Wechatなど SNSを利用し、チャットグループで発信。 
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ⅱ）活動報告 

１．活動実績 

  学校名 日付 形式 
実施結果：閲覧数／推進

状況 

マ 

ッ 

チ 

ン 

グ 

会 

日本 A 校 

済南看護職業学院 
2020 年 12 月 21 日 ZOOM 会議 

提携クラスを作ることにつ

いて提携意向確認があり 

日本 B 校 

重慶能源職業学院 
2021 年 01 月 11 日 ZOOM 会議 

双方とも提携意向あり、中

国側学生の意向調査中、

実施可能性確認中 

日本 C 校 

莱蕪職業学院 
2021 年 02 月 04 日 ZOOM 会議 

提携クラスを作ることにつ

いて提携意向確認、申請

資料と手続き確認中 

介護 

専門 

留学 

説明 

会 

雲南省⇔東京未来大学保育福祉

専門学校会場 
2020 年 12 月 23 日 

オンライン＋オ

フライン 

オンライン 407 オフライン

およそ 300 人 

日本 D 校 会場 2021 年 01 月 23 日 
プラットフォーム

配信 
111 

日本 E校 会場 2021 年 01 月 29 日 
プラットフォーム

配信 
32 

日本 F 校 会場 2021 年 02 月 17 日 
プラットフォーム

配信 
120 

日本 G校 会場 2021 年 02 月 19 日 
プラットフォーム

配信 
59 

日本 H 校 会場 2021 年 03 月 01 日 
プラットフォーム

配信 
162 

日本語学校 I 校 ＆ 専修学校 

J校 
2021 年 03 月 06 日 

オンライン＋オ

フライン 

オンライン 231 オフライ

ン未統計 

公式 

アカ 

ウン 

ト 

公開 

記事 

日本介護留学説明会紹介記事 2020 年 12 月 23 日 
公式アカウント

記事 
276 

早稲田速記医療福祉専門学校紹

介記事 
2021 年 02 月 03 日 

公式アカウント

記事 
64 

東京福祉保育専門学校紹介記事 2021 年 02 月 09 日 
公式アカウント

記事 
121 

東京 YMCA 医療福祉専門学校紹

介記事 
2021 年 02 月 19 日 

公式アカウント

記事 
36 

松山福祉専門学校紹介記事 2021 年 02 月 13 日 
公式アカウント

記事 
81 

 NSGグループ 2021 年 03 月 2 日 
公式アカウント

記事 
63 
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２．KPI： 

講演学校数：10 校  結果：指定 2校と自由参加の学校およそ 15校 (３年後 10) 

連携学校数：20校   結果：6校 

講演受講学生数：1000名  結果：オンラインから 1286人オフライン自由参加およそ 300

人                                               (３年後 1200)  

来日留学の興味があり：200名以上 結果：131人           (３年後 200)  

来日希望数 50      結果:0         (３年後 50): 

• プラットフォーム教育課程導入学校数： 実施していなかった 

ⅲ）取組の推進体制 

１． ビデオ講演提携機関：各専門学校 

２． マッチング会協力学校 

日本側：  専修学校 ３校 

中国側：  済南看護職業学院、重慶能源職業学院、莱蕪職業学院 

３． イベント運営・記事作成・SNS宣伝 

一般社団法人 Global Healthcare Hub 運営事務局 

 

ⅳ）部会委員 

 氏名 所属・役職 

１ 渕岡 彰 一般財団法人国際未来人材育成機構 理事長 

２ 屠 其雷 北京社会管理職業学院老年福祉学院 院長 

３ 左 美雲 中国人民大学スマート養老研究所 所長  

４ 安 寧 合肥工業大学養老国際提携拠点 主任 

５ 李 双胤 北京外国語大学オンライン 総裁 

６ 瀏 建兵 中国老年学と老年医学学会 理事 

 

ⅴ）体制図 
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 ⑤在日留学生の職場理解の支援 

  ⅰ）概要 

１．主旨： 

留学生の日本ヘルスケア教育と産業への興味を引き出すために、日本語学校と専修学校

在学中の留学生向けに、介護施設の見学とインターンシップを実施する。留学生がヘルス

ケアに関わる仕事の意義と専門性への理解を深めることで、円滑な専修学校の入学、卒

業、就労につながることが期待される。 

 

２．解決する課題： 

１）日本語学校在学中の留学生は、介護などの仕事に接触するチャンスが少なく、その魅力

を感じていない状況が存在している。当方メンバーは留学生の介護福祉施設見学イベント

を多数運営した経験があるが、介護施設の見学は留学生が介護福祉に興味を持つきっか

けとなるし、留学生の専門学校への進学や業界への就職希望度も高めた。 

２）公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会の調査では、現在専修学校など介護福祉

士養成施設に通う外国人留学生の３割が学校を辞めたいと思ったことがあるという結果で

ある。勉強についていけないことと介護という職種に対する不安という理由が多いので、留

学生が介護福祉の仕事を理解することができる場を作る必要がある。 

 

３．内容： 

１）「介護業界人との交流会」(プラットフォーム上のライブ配信)の実施 

  対象者：介護福祉士養成校の留学生及び介護福祉士養成校への進学を考えている留

学生、介護施設・事業所等において就労している外国人の介護職員の他、介

護分野への就労に関心のある中国人。 

  講師・内容 

   杜の風・上原 特別養護老人ホーム正吉苑 従業員 許さん 

「介護仕事の内容・給与・チャレンジ、業界の発展」 

   株式会社ひまわり 従業員 潘さん 

「介護福祉士資格を取得するメリット、資格試験の内容、試験に合格するための 

勉強法」  

   一般社団法人 Global Healthcare Hub 中国担当部会 謝 継昇 

「介護の仕事に関する外国人ビザ制度」 

２）「施設見学会」(プラットフォーム上のライブ配信)の実施 

対象者：介護福祉士養成校の留学生及び介護分野への就労に関心のある中国人の方 

見学先：医療法人社団 善仁会 南池袋介護老人保健施設 アバンセ 

内容：施設見学、外国人スタッフ仕事ぶりを見学、 

インタビュー：中国人職員 徐さん 

３）「中日介護業界と介護人材育成についての座談会」(プラットフォーム上のライブ配信)の

実施 

対象者：介護の仕事をしている中国人の従業員及び介護に関心がある中国人 
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  対談者： 

日本側：「ニチイ学館」常務執行役員 種元 崇子 

中国側：「爱牵挂照护学院」CEO 王 萍 

司会：一般社団法人 Global Healthcare Hub理事長 謝 継香 

内容：自己紹介と施設・事業紹介 

日中介護の違いについて 

人材育成について  

４）中国系 SNSの公式アカウントの開設し、イベントや介護専門学校の紹介等の情報を掲

載。介護人材の SNS コミュニティを構築。 

５）イベント開催内容を録画して動画にし、プラットフォームのコンテンツとしてアップロード。

講演の内容や開催時の質疑応答を記事にして SNS公式アカウント上で公開。 

 

ⅱ）活動報告 

１．KPI： 

 想定 結果 ３年後 

イベント 4回 3回 ３回 

参加人数 90名 視聴者 159＋31＋157＝247名 

動画累計視聴回数 620+111+530=1261 

回 

コンテンツ累計閲覧数 374+174=548回 

100名 

SNS コミュニケーション

の学生参加数 

200名以

上 

WeChatの公式アカウントのフォロワー：

245名 

300名 

ⅲ）取組の推進体制 

１． 介護業界人との交流会へご協力頂いた講師 

杜の風・上原 特別養護老人ホーム正吉苑 従業員 許さん 

株式会社ひまわり 従業員 潘さん 

２． 施設見学へご協力頂いた講師 

医療法人社団善仁会南池袋介護老人保健施設アバンセ 従業員 徐さん  

３． 中日介護業界と介護人材育成についての座談会へご協力頂いた方 

日本側：「ニチイ学館」常務執行役員 種元 崇子 

中国側：「爱牵挂照护学院」CEO 王 萍 
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ⅳ）部会委員 

 氏名 所属・役職 

１ 渕岡 彰 一般財団法人国際未来人材育成機構 理事長 

２ 橋本正樹 早稲田速記医療福祉専門学校 校長 

３ 泉二 奈緒美 東京福祉保育専門学校介護福祉士学科 主任 

４ 小平 香織 東京未来大学福祉保育専門学校 副校長 

５ 福永 純一 千代田国際外語学院 理事 

６ 齊藤 孝也 杜の風・上原 特別養護老人ホーム正吉苑施設長 

７ 川島 崇史 医療法人社団 善仁会 事務長 

 

ⅴ）体制図 
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３ 今年度事業の取り組みによる成果と今後の展望 

 

(１)事業実施に伴う成果物 

１． 留学生向け日本ヘルスケア教育のオンライン発信プラットフォームを構築 

・ 連携校社：11校社 

・ プラットフォームコンテンツ数：45 

内プラットフォームコンテンツ作成学校数：８校 

・ 動画コンテンツ：34本 

・ プラットフォーム回覧数：1400回 

 

２． 企業の外国人サポートと留学生の就労機会創出 

・  講演資料 

・  イベント開催：2回 

・  セミナー・施設見学参加者数：58名 

・  WEB視聴参加者数：58名 

 

３． 産学連携マッチングモデル構築事業 

・ 講演資料 

・ 首都圏の専修学校、日本語学校、介護施設・企業のリスト 

・ 人材ニーズのデータ登録：25校社 

・ 個別マッチング参加校社：21校社 

・ マッチング会開催：１回 

・ マッチング会参加者数：58名 

・ マッチング会面談数：34（企業の面談数：12） 

 

４． 中国の学校と産学連携で外国人留学生の受入れを促進  

・ 講演資料 

・ 中国の講演学校数：2校 

・ 学生参加数：1286名 

・ 日本の専修学校と中国の学校との個別連携数：6校 

・ 来日相談数：131名 

 

５． 在日留学生の職場理解の支援 

・ 講演資料 

・ イベント開催数：3回 

・ 参加者数：247名 

・ SNS コミュニケーションの参加数：245名 
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（２）事業実施年度の翌年度から新たに実施予定の取組 

１．留学生向け日本ヘルスケア教育のオンライン発信プラットフォームを構築 

1) 事業終了後も引き続きプラットフォームを運営し、留学生や中国の提携学校の学生が自由

に閲覧できるように設定する。 

2) 動画コンテンツの概要と閲覧数が分かる設定をしているので、事業成果の活用状況を確認

していく。 

3) 次年度の受託を目指し、より多くの専修学校をサポートし、学校の紹介や講義のコンテンツ

を作成していく。 

 

２．企業の外国人採用サポートと留学生の就労機会創出 

1) 企業のニーズと悩みについての調査を実施し、その結果を他企業も参考にできるようにウ

ェブで公開する。 

2) 施設・企業の就労ニーズを継続的に確認し、専修学校と日本語学校に発信して、そのマッ

チングを促進する。 

 

３．産学連携マッチングモデル構築事業 

1) 専修学校、日本語学校をフォローして、適宜、連携可能な情報を発信する。 

2) 今回マッチングに参加できなった学校・施設にも、データ情報の発信を促し、個別にマッチ

ングをフォローしていく。 

3) 「日本語学校・専修学校・施設・企業」連携の産学連携マッチングモデルケースを作り、入口

の日本語学校留学から施設・企業への就職の出口までのモデルを用いて中国で学生の募

集をしていく。 

 

４．中国の学校と産学連携で外国人留学生の受入を促進 

1) 海外学生のニーズと悩みについて調査し、その結果を他機関も参考にできるようにウェブ

で公開する。 

2) 事業期間では本格的な提携関係を結ぶ時間が足りなかったが、これをフォローし、日本と

中国の学校と長期的な提携関係を維持する。 

3) 他社と提携して公式アカウントと学生チャット相談窓口を継続的に運営し、学生のニーズを

確認して専修学校と共有する。 

 

５．在日留学生の職場理解の支援 

1) 介護施設の見学等は関心が高かった。こういった在日留学生の関心やニーズと悩みにつ

いて調査し、他機関も参考にできるようにウェブで公開する。 

2) 留学生 OBOGのコミュニティを継続的に運営する。 

 

６．事業の裾野の拡大 

1) 対象地域、対象分野の拡大、人材会社等との連携強化、等領域を拡大していく。 

2) 専修学校同志の交流や、当方から介護施設等への奨学金プログラムの紹介等、活動を活

性化していく。 
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記録類(イベント個別報告書・チラシ)  

 

一般社団法人 Global Healthcare Hub  

2020 年 12 月 7 日 

外国人介護人材受入セミナー・研修 報告書 

2020年 11月 30日、介護施設・企業向けに「外国人介護人材受入セミナー・研修」をオン

ラインで開催いたしました。厚生労働省 社会・援護局 外国人介護福祉士支援係 羽染係

長から制度・支援施策、医療法人社団善仁会 川島事務長から介護現場の受入実例、社会

福祉法人善光会生活相談員陸さんから現場体験、潍坊護理職業学院付先生、学生の徐さん

から留学要望、等のご講演を頂きました。会場集合を中止し、ZOOM会で開催せざるを得ま

せんでしたが、中国の職業学校からの画面参加や、在日の陸さんの講演等の生の声等を含

む GHH の特徴を活かしたセミナーを開催できました。参加者は、1 都３県の 300 施設へご

案内を郵送し、委員の皆様からのご推奨も頂いたことで、申込 28、参加 21 となりました。

次回開催に向け、講演内容の充実と、集客数の向上に向けての周知時間の確保、開催日・

時間の検討等を進めて参ります。 

記 

実施日程 ２０２０年１１月３０日(月) １５:００～１６:３０(９０分) 

実施場所 オンラインＺＯＯＭ会 （講演者は、文京区立地域活動センター） 

主催 一般社団法人 Global Healthcare Hub 

参加者 申込者 ２８人社 参加者 ２１名人社 

（２０２１年２月１２日に編集録画を使用して再開催） 

実施内容 1．介護業界の外国人受入の社会背景と今後の展望   （渕岡講師） 

2．外国人介護人材受入の諸制度、仕組、支援政策      (羽染講師)       

3．介護施設の各種の外国人材受入実例        （川島講師）  

4．介護事業者で働いている在日留学生の介護現場実体験 （陸講師） 

５．文科省委託事業「介護などヘルスケア分野の産学連携で留学生受入の支援事業」概要紹介（謝

講師） 

６．中国の学生が来日して介護を勉強したい理由と来日への期待 （中国学校より発言） 
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一般社団法人 Global Healthcare Hub  

2021 年１月 28 日 

 

外国人が活躍する介護施設見学会（第一回） 報告書 

 

2021 年 1 月 21 日、介護施設・企業向けの「外国人が活躍する介護施設見学会（第一回）」

をオンラインで開催いたしました。医療法人社団善仁会南池袋介護老人保健施設アバンセ

を往訪し、川島事務長、中国人職員の徐さんに施設をご案内頂き、その後のインタビュー

で、それぞれの立場で状況をご説明して頂きました。 

２回のシリーズで開催することとし、共通する施設見学の後に、第一回は川島事務長との

質疑応答を設定し、事前にご質問のあった中から関心の高い話題として「支援の為に具体

的にはどういう負担をされましたか」「徐君がタブレットで助かると評価していましたが、

今後について」を質疑しました。 

入所者様の安全と安心に万全を期して事前録画して撮影。年初に一都三県の 300介護施設・

企業宛に、年初にご案内を送付し、参加申込 14 参加 13でした。 

次回に向けて、内容面では、質疑内容・時間の確保、参加者の増加の為に、周知機関の確

保、ご案内先の検討、協会団体等のご協力の獲得等を検討致します。 

 

記 

実施日程 ２０２１年１月２１日(木) １５:００～１５:３０(３０分) 

実施場所 オンラインＺＯＯⅯ会 

主催 一般社団法人 Global Healthcare Hub 

参加者 参加申込 １４人社 参加 １３人社 

（２月３日に第二回を開催、第一回と同時のご案内で、参加申込１７参加１４） 

実施内容 1． 南池袋介護老人保健施設アバンセ施設見学    

2． 中国人職員 徐 君 へのインタビュー 

3． 川島事務長へのインタビュー 

 

4. 川島事務長との質疑（GHH が代表質問）        

「支援の為に具体的にはどういう負担をされましたか」 

「徐君がタブレットで助かると評価していましたが、今後について」  
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実施様子 
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一般社団法人 Global Healthcare Hub  

2021 年 2 月 10 日 

 

外国人が活躍する介護施設見学会（第二回） 報告書 

 

2021年 2月 3日、介護施設・企業向けの「外国人が活躍する介護施設見学会（第二回）」を

オンラインで開催いたしました。医療法人社団善仁会南池袋介護老人保健施設アバンセを

往訪し、川島事務長、中国人職員の徐さんに施設をご案内頂き、その後のインタビューで、

それぞれの立場で状況をご説明して頂きました。 

２回のシリーズで開催することとし、共通する施設見学の後に、第二回は川島事務長の昨

年 11 月 30 日の「外国人介護人材受入セミナー・研修」でのご講演を編集録画して放映お

致しました。 

第一回と第二回は一枚のご案内で同時募集し、参加申込 17 参加 14でした。 

第二回終了時点で、メール等で寄せられた質問を纏めて、GHH・川島事務長から情報提供の

形で回答を配信致しました。 

次回に向けて、内容面では、質疑内容・時間の確保、参加者の増加の為に、周知機関の確

保、ご案内先の検討、協会団体等のご協力の獲得等を検討致します。 

 

記 

実施日程 ２０２１年２月３日(木) １５:００～１５:４０(４０分) 

実施場所 オンラインＺＯＯＭ会 

主催 一般社団法人 Global Healthcare Hub 

参加者 参加申込  17 人社 参加 １４人社 

第一回と併せ、参加申込 31 人社 参加 27 人社 

実施内容 1．介南池袋介護老人保健施設アバンセ施設見学    

２．中国人職員 徐 君 へのインタビュー 

３．川島事務長へのインタビュー 

４．「外国人介護人材受入セミナー・研修」でのご講演    
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一般社団法人 Global Healthcare Hub  

2021 年 2 月 17 日 

 

外国人介護人材受入セミナー・研修(再開催） 報告書 

 

2021年 2月 12日、介護施設・企業向けに「外国人介護人材受入セミナー・研修(再開催)」

をオンラインで開催いたしました。昨年 11 月 30 日に開催したセミナーを編集録画し、再

開催したものです。 

内容は、厚生労働省 社会・援護局 外国人介護福祉士支援係 羽染係長から制度・支援施

策、医療法人社団善仁会 川島事務長から介護現場の受入実例、社会福祉法人善光会生活

相談員陸さんから現場体験、潍坊護理職業学院付先生、学生の徐さんから留学要望、等の

ご講演を頂きました。中国の職業学校からの画面参加や、在日の陸さんの講演等の生の声

等を含む GHH の特徴を活かしたセミナー内容です。参加者は、1 都３県の 300 施設へご案

内を郵送し、申込 15、参加 10 となりました。次回開催に向け、講演内容の充実と、集客

数の向上に向けての周知時間の確保、開催日・時間の検討等を進めて参ります。 

記 

実施日程 ２０２1 年２月１２日(金) １４:００～１５:４０(１００分) 

実施場所 オンラインＺＯＯＭ会  

主催 一般社団法人 Global Healthcare Hub 

参加者 参加申込 １５人社 参加 １０ 人社 

（２０２０年１１月３０日の開催と併せ、参加申込 ４３ 参加 ３１） 

実施内容 1．介護業界の外国人受入の社会背景と今後の展望    

2．外国人介護人材受入の諸制度、仕組、支援政策        

3．介護施設の各種の外国人材受入実例    

4．介護事業者で働いている在日留学生の介護現場実体験 

５．文科省委託事業「介護などヘルスケア分野の産学連携で留学生受入の支援事業」概要紹

介 

６．中国の学生が来日して介護を勉強したい理由と来日への期 
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一般社団法人 Global Healthcare Hub  

2021 年 2 月 28 日 

 

介護留学生受入の為の産学連携マッチング会 報告書 

 

2021 年 2 月 22 日、介護留学生受入の為の意産学連携マッチング会を、オンラインで開催

いたしました。専修学校６校に対し、４介護施設・企業、１１日本語学校が面談し、３４

の個別マッチングを実施致しました。このうち、就労機会の可能性のある介護施設・企業

と専修学校との個別マッチングは１２です。また、個別マッチングの前提として学生・職

員の募集状況等をデータ開示頂くこととし、２５校社からデータを頂きました。事後アン

ケートを実施したおりますが、報告日現在で７校社、２１個別面談のご評価を頂き、連携

を進めたいとの回答は１８となっております。 

２月１日に一都三県 44専修学校、361施設、95日本語学校 計 500校社宛にご案内を発送

した後、短期間でマッチングが実現できましたが、専修学校・介護施設の参加拡大の為、

講演等の内容拡充、周知期間の確保、マッチング内容の向上を検討致します。 

 

記 

実施日程 ２０２１年２月２２日(月) １４:００～１７:４５(３時間４５分) 

実施場所 オンラインＺＯＯＭ会 

主催 一般社団法人 Global Healthcare Hub 

参加者 マッチング会参加 ４２校社 ５８人 個別マッチング参加 ２１校社 ３４面談 

（この他、会とは別に個別マッチングのご要望が一校） 

実施内容 1． 講演「介護人材の状況」   （宮崎講師） 

2． 講演「産学連携事例紹介」  （川島講師）     

3．講演「連携プログラム紹介」 （渕岡講師）    

4．プレゼンテーション 

専修学校４校 日本語学校２校 
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中国の学生向け日本介護留学就職説明会 

（雲南省会場） 

企画書 

 

テーマ： 

日本文部科学省専修学校グローバル化対応推進支援事業 兼 雲南省貧困問題対策日本留

学就職支援事業  

日本介護留学就職説明会 

主旨： 

１） 日本の介護業界、介護の留学と介護の就職状況を多くの中国学生に周知、学生の日

本の介護への理解と関心度を高める。 

２） 日本留学に興味がある学生に、提携日本介護福祉学校と学校の留学生受け入れ制度

を紹介。 

３） 産学連携奨学金などプログラムと就職チャンスを紹介、学生に日本留学と就職のル

ートを提供。 

４） 雲南省は現地の貧困問題を解決するための一つの対策として、学生さんの日本への

留学と就職を推進して、日本側と協力して現地の学生のために日本へ留学や就職する

ルートを築く。 

 

開催時間： 

2020年 12月 23日 15：30～17：30（日本時間） 

開催会場： 

日本会場：学校法人三幸学園 東京未来大学福祉保育専門学校 

     （東京都足 立区綾瀬２丁目３０−６） 

中国会場：雲南省昆明市衛生学校会場 

参加者： 

申込参加者：雲南省の専門大学や高校の看護介護専攻関係の学校の先生と学生 

（事前申込、現時点 10校、学校の数が増える可能性もある） 

公開参会者：GHHオンラインプラットフォームで申し込みして自由参加 

開催形式： 

申込参加者：各学校が ZOOM会議でオンライン参加、現地会場で学生集合参加 

公開参加者：GHHオンラインプラットフォームで申し込みの後自由に参加 

プログラム： 

 開場 5分 

 主催者や各機関の挨拶 合計 16分 

文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課専修学校教育振興室専門官 佐々木 俊治 

挨拶 4分 

雲南省商務庁処長 鄧 小麗  挨拶 2分 
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雲南省商務庁副処長 彭 少峰 挨拶 4分 

認定 NPO法人日本雲南聯誼協会理事長 初鹿野 惠蘭挨拶 4分 

主催者一般社団法人 Global Healthcare Hub理事長 謝継香挨拶 ４分  

 中国の高齢化社会と介護業界の現状や人材への期待について 10分 

中国人民大学国家発展と戦略研究院研究員、北京市老年学と老年健康学会会長 黄石松 

 日本専修学校の代表：学校法人三幸学園東京未来大学福祉保育専門学校の学校紹介 

（学校説明、留学生向け制度、奨学金制度など）  35分 

副校長 小平 香織、SANKO留学生サポートセンター主任 村田 英俊   

 日本企業の代表：医療法人社団龍岡会のインタビュー 20分 

（企業説明、人材ニーズ、奨学金制度など） 

国際部部長 矢藤 友広   

 留学生の代表：留学経験の発言 10分 

（留学経験、感想、今後計画など）  

東京未来大学福祉保育専門学校学生 王 麗君   

 日本留学就職の流れの説明 10分 

一般財団法人国際未来人材育成機構プロジェクトマネージャー  朱 暁薇 

 質問応答 10分 

（一部の内容は学校毎の状況により調整する） 

 閉場 5分  

 

主催： 

一般社団法人 Global Healthcare Hub、雲南省商務庁 

共催： 

認定 NPO法人日本雲南聯誼協会、一般財団法人国際未来人材育成機関 

メディア： 

人民日報海外版、中日新聞社、東方新报、日中商報、中文導报 

 

 

一般社団法人 Global Healthcare Hub（略称ＧＨＨ） 

文部科学省委託事業運営事務局 

Email： info@ghh.jp 
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一般社団法人 Global Healthcare Hub 

2020 年 12⽉24⽇ 

 

中国の学生向け日本介護留学就職説明会（雲南省会場） 

報告書 

 

2020 年 12 月 23 日、中国雲南省商務庁はじめの雲南省各地域の商務庁、十数校の専科大学及

び送り出し機関に対し、中国の学生向け日本介護留学就職説明会を行ないました。文部科学省

専修学校グローバル化対応推進支援事業専門官佐々木俊治様、事業担当濱添樹様、中国雲南

省商務庁処長鄧小麗（とう しょうれい）様、副処長彭少峰（ほう しょうほう）様などが出席し、発言

を頂きました。 

 

記 

実施日程 2020 年 12 月 23 日(土) 10:40～13:00(140 分) 

実施場所 日本：東京未来大学保育福祉専門学校  中国：昆明市衛生学校  

ZOOM 参加：雲南省１０数校の専科大学の先生と学生、雲南省各地域商務庁担当、雲南省各送り

出し機関担当者 

同時ライブ配信 自由参加 

主催 雲南省商務庁 

文部科学省委託事業運営機関一般社団法人 Global Healthcare Hub 

共催 雲南省駐日本（東京）商務代表処 

認定 NPO 法人日本雲南聯誼協会 

一般財団法人国際未来人材育成機関 

参加者名簿 別紙詳細 

実施内容 1．主催者や各機関の挨拶 

2．中国の高齢者社会と介護業界の現状や人材への期待について 

3．日本専修学校代表：学校法人三幸学園東京未来大学福祉保育専門学校の学校紹介 

4．日本企業の代表：医療法人社団龍岡会のインタビュー 

5．留学生代表：留学経験の発言 6．日本留学就職の流れ 
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実施様子 

 

 

日本会場集合写真 

 

  

文部科学省 専修学校グローバル化対応推進支援事業専門官 佐々木 

俊治様よりご挨拶 
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中国雲南省商務庁対外経済提携処処長 鄧 小麗様、副処長 彭 少峰

様よりご挨拶 

  

   

認定 NPO 法人日本雲南聯誼協会理事長 初鹿野 恵蘭様よりご挨拶  
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文部科学省委託事業運営機関 一般社団法人 Global Healthcare Hub 理

事長  

謝 継香様よりご挨拶 

 

 

北京市老年学と老年健康学会会長、中国人民大学教授 黄 石松様より

「中国の高齢者社会と介護業界の現状や人材への期待について」のご発

表 
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専修学校代表：東京未来大学保育福祉専門学校副校長 小平香織様より学

校紹介 

 

日本企業代表：医療法人社団龍岡会 矢藤 友広様より企業紹介と質問対

応 

一般財団法人国際未来人材育成機構プロジェクトマネージャー 朱 暁薇様

より日本留学流れについての説明  
 

 

 

 



57 

 

一般社団法人 Global Healthcare Hub  

2020 年 3 月 1 日 

 

中国人留学生向けの介護業界人との交流会報告書 

2020 年 12 月 7 日、中国人留学生向けの「介護業界人との交流会」をオンラインで開催いたしました。

現場で働いている中国人の許さんと潘さんが仕事内容と介護福祉士資格について中国語で話してくれ

ました。潘さんは仕事があるため、事前に録画を準備しており、放送いたしました。そして、GHH のス

タッフは介護に関するビザ制度を詳しく説明してくれました。参加者からいろいろな質問が出てきて、

盛り上がりました。詳細は下記通り報告します。 

記 

実施日程 ２０２０年１２月７日(月) １８:００～１９:３０(９０分) 

実施場所 プラットフォームでのライブ 

主催 一般社団法人 Global Healthcare Hub 

参加者 申込者 177人 視聴者 159人 質問者 34人 

動画累計視聴回数 620回  コンテンツ累計閲覧数 374回 

実施内容 1．「介護仕事の内容・給与・チャレンジ、業界の発展」    

2．「介護福祉士資格を取得するメリット、資格試験の内容、試験に合格するための勉強法」        

3．「介護の仕事に関する外国人ビザ制度」    

4．「Q&A」 

 

 

 

 

 

 

実施様子 
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ネット宣伝用の画像（中国語・日本語） 

 

 
プラットフォームの画面（ライブ開始前） 

 

 

許さんは介護仕事の内容・給与・チャレンジ、業界の発展を話している 
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潘さんは介護福祉士資格を取得するメリット、資格試験の内容、試験に合格す

るための勉強法を話している 

 

GHHのスタッフは介護の仕事に関する外国人ビザ制度を紹介している 
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いろいろな質問が出てきた 

 

申込者 177人 視聴者 159人 

ライブの録画をいつでも見られる状況にしており、 

2021年 3月 1日の時点で累計視聴回数 620回 
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交流会の内容をコンテンツにして公式アカウントで更新している 

2021年 3月 1日の時点で累計閲覧数 374回、シェア数 58人 
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一般社団法人 Global Healthcare Hub  

2020 年 2 月 26 日 

中国人留学生向けの施設見学会報告書 

2021 年 1 月 28 日、中国人留学生向けの「施設見学会」をオンラインで開催いたしました。事前に「南

池袋アバンセ」で撮った見学録画を放送いたしました。内容は施設のご紹介や外国人スタッフの働きぶ

りと中国人スタッフ徐さんへのインタビューとなります。詳細は下記通り報告します。 

 

記 

実施日程 ２０２１年１月２８日(木) １８:００～１８:３０(３０分) 

実施場所 「医療法人社団善仁会 南池袋介護老人保健施設アバンセ」で見学録画を撮る 

プラットフォームでのライブ放送 

主催 一般社団法人 Global Healthcare Hub 

参加者 申込者 43人 視聴者 31人  動画累計視聴回数 111回  

実施内容 1．「介護施設のご紹介」    

2．「外国人スタッフの働きぶり」        

3．「中国人スタッフへのインタビュー」    

4．「Q&A」 

 

 

 

 

 

 

実施様子 

 

ネット宣伝用の画像（中国語） 
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プラットフォームの画面（ライブ開始前） 

 

 

「南池袋アバンセ」で見学しました。 
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施設の中国人スタッフ徐さんが施設と仕事を紹介しています。 

 

 

外国人スタッフが働いている姿です。 
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日本での生活や、仕事のやりがいや将来の夢などについて、 

徐さんとインタビューしました。 

 

ライブ中の画面 
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視聴者数 43人（中ライブ視聴者 31人） 

ライブの録画をいつでも見られる状況にしており、 

２０２１年２月６日の時点で累計視聴回数 111回 
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一般社団法人 Global Healthcare Hub  

2020 年 3 月 1 日 

 

中日介護業界と介護人材育成についての座談会報告書 

 

2021 年 2 月 6 日、「中日介護業界と介護人材育成についての座談会」をオンラインで開催

いたしました。介護を勉強している中国人留学生や介護に関心がある中国人の介護に対す

る認知を高めるため、中日企業両方の代表、「ニチイ学館」と「爱牵挂照护学院」は一緒に

介護についての考え方や経営方法を話し合って頂く座談会を開催いたしました。参加者か

ら複数の質問が出てきて、「大変勉強になる」のコメントももらいました。詳細は下記通り

報告します。 

 

記 

実施日程 ２０２１年２月６日(土) １９:００～２０:３０(９０分) 

実施場所 プラットフォームでのライブ放送 

主催 一般社団法人 Global Healthcare Hub 

参加者 日本側：「ニチイ学館」常務執行役員 種元 崇子 

中国側：「爱牵挂照护学院」CEO 王 萍 

司会：一般社団法人 Global Healthcare Hub 理事長 謝 継香 

申込者 178 人 視聴者 157人  動画累計視聴回数 530 回  

質問数 8 コンテンツ累計閲覧数 174 回 

実施内容 1．「自己紹介と施設・事業紹介」 

2．「日中介護の違うところについて」 

・ 介護についての全般（介護サービス種類、介護施設の分類と各種類の特徴、現在問

題点など） 

・ 日中介護サービスのいいところと不足なところ 

・ 日中介護サービスの未来、ビジョン 

・ 現在の社会でのサービスの問題点を解決するため、何のサービスを提供しているか 

・ お互いの介護サービスへのコメント、勉強になるところ、アドバイスはありますか

（施設、サービスなど） 

3．「人材育成について」  
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・ 日中の介護人材教育体制、研修制度 

・ より多くの人が介護に従事してもらう為の対策（国レベルもしくは会社や施設レベ

ルなど） 

・ 日 外国人の受け入れ態勢（今もしくはこれからのサポート、ビザ、日本語など） 

外国人を採用する時企業の考え（期待、心配なところなど） 

従業員（特に外国人）のキャリアアップ、将来の発展 

・ 中 業界の発展のため、どんな人材が欲しいか 

具体的には、人材にどんな能力を期待しているか 

日本で介護をしている方への期待やひとこと 

 

 

 

 

 

 

実施様子 
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ネット宣伝用の画像（中国語） 

 

 

プラットフォームの画面（ライブ開始前） 

 



70 

 

ライブ中の画面 

  
参加者から複数の問題が出てきました 

「介護の知識はとても役に立つ」の感想もありました。 

 

 

 
視聴者 178人（中ライブ視聴者 157人） 

ライブの録画をいつでも見られる状況にしており、 

２０２１年３月１日の時点で累計視聴回数 530 回 
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座談会の質問回答をコンテンツにして公式アカウントで更新しまし

た。 

２０２１年３月１日の時点で累計閲覧数 174回、シェア数 22 人  
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令和２年度 文部科学省委託事業  

「専修学校グローバル化対応推進支援事業」 

ヘルスケア分野の産学連携による留学生受入れ支援事業 

 

事業実績報告書 

令和３年３月 
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